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研究成果の概要（和文）：不正咬合の発症に、妊娠期ならびに小児期の社会・環境要因がどのように影響してい
るのか、および不正咬合が心身の健康状態に与える影響を明らかにすることを目的に、山梨県甲州市の出生コホ
ート「甲州市母子保健縦断調査」の思春期調査の追加調査として、甲州市立中学校5校に在籍する全生徒の実態
調査を行った。
結果として、不正咬合が頭痛や口腔関連QoLに与える影響および不正咬合と顎関節症との関連性を明らかにし
た。これらの結果は、不正咬合が思春期の子どもの健康状態に与える影響を示唆する重要な一知見と考えられ
る。

研究成果の概要（英文）：To clarify the effects of social and environmental factors during pregnancy 
and childhood on the onset of malocclusion and the influence of malocclusion on physical and mental 
health, we conducted a survey of all students (age, 12-15 years) enrolled in every junior high 
school (schools N = 5) in Koshu City. Koshu City is the field study area for Project Koshu, an 
ongoing prospective birth cohort study.
As a result, we clarified the influence of malocclusion on headache and oral health-related quality 
of life and the relationship between malocclusion and temporomandibular disorders. These results are
 considered to be an important finding that suggests the effect of malocclusion on the health 
conditions of adolescents.

研究分野：矯正歯科
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 日本における不正咬合の発症率は非常
に高く、中学生の 46％が不正咬合を有してい
る（文献①）。その要因として、妊娠期の環
境要因や社会環境・生活様式の変化が影響し
ている可能性が推測されている。しかしなが
ら、日本において、不正咬合に関する大規模
な出生コホート研究は認められず、不正咬合
の発症予防のための、説得力のある予防政策
を打ち出せないでいるのが現状である。 
 
(2) 不正咬合が心身の健康状態に与える影
響に関して、海外の思春期の子どもを対象に
した研究では、不正咬合であると頭痛のリス
クが上昇する、不正咬合が思春期の子どもの
健康状態に影響を与えるという報告が認め
られるが、日本における報告は少ない。その
ため、日本において不正咬合が子どもの健康
状態にどのような影響を与えているのかに
ついて説明する論理的基盤が不足している。 
 
２．研究の目的 
本申請では、出生コホート研究により、一般
集団における思春期の子どもの顎顔面形態
を分析し、妊娠期ならびに小児期の社会・環
境要因との関連性を検討すると同時に、不正
咬合が健康状態に与える影響を明らかにす
ること、さらに同一人種であるモンゴル人の
顎顔面形態等のデータと比較検討すること
を目的としている。 
 
(1) 近年世界的に子どもの頭痛が問題にな
っているが、頭痛の発症には様々な原因があ
り、そのメカニズムは完全には明らかとなっ
ていない。一方、不正咬合と頭痛との関係性
が報告され始めているが、我が国での報告は
なく、代表性のある集団を対象とした検討が
求められている。本研究の目的は、日本人の
中学生（12-15 歳）において、不正咬合と頭
痛との関係について検討することである。 
 
(2) 顎関節症は、顎関節雑音、顎関節痛、開
口障害を主症状とする疾患であり、顎顔面領
域にみられる疾患のなかでも発症頻度が高
いとされている。しかしながら、その発症要
因には統一した見解が得られていない。本研
究の目的は、日本人の中学生（12-15 歳）に
おいて、不正咬合と顎関節症との関連性につ
いて検討することである。 
 
(3) 近年、社会経済的格差が疾患の罹患率に
関与しているとの報告が多く認められてい
る。しかし、不正咬合と社会経済的要因との
関連について検討した報告は少ない。そこで、
昨今経済発展の著しいモンゴル国で、一般集
団における思春期児童を対象に、不正咬合の
発症率を調査し、社会経済的要因が不正咬合
発症に与える影響について統計学的検討を
行った。 
 

(4) 近年、不正咬合と口腔関連 Quality of 
Life (QoL) の関連について多くの報告が認
められるが、対象とする地域や年齢が異なる
ため一定の見解が得られていない。そこで、、
昨今経済発展が著しく、社会環境が急激に変
化しているモンゴル国において、一般集団に
おける思春期児童を対象に、不正咬合が口腔
関連QoLに与える影響について統計学的検討
を行った。 
 
(5) 不正咬合と口腔関連QoLの関連について、
日本の一般集団における思春期児童を対象
とした報告は少ない。そこで、山梨県甲州市
の中学生において、不正咬合が口腔関連 QoL
に与える影響について統計学的検討を加え
た。 
 
３．研究の方法 
(1) 「甲州市母子保健縦断調査」の思春期調
査の追加調査として、2011 年に甲州市立中学
校5校に在籍し健康診断の欠席者を除く全て
の生徒（938 名：男子 53.5％）を対象とした。
各校の学校歯科健診時に、訓練された矯正歯
科医が矯正治療必要度指標（IOTN; Index of 
Orthodontic Treatment Need）に準じて、不
正咬合の診査を行った。頭痛の有無、また他
の生活習慣や身体状況も質問紙を用いて調
査した。頭痛の評価は質問紙を用いて 3段階
評価（ない、1 か月に 2 回以下、週に 1 回以
上）で行った。頭痛と不正咬合の解析は、身
体状況や生活習慣、歯冠幅径及び不正咬合の
各診断項目を調整した ordered logistic 
regression を用いて行った。頭痛と不正咬合
の種類ごとの関連の解析も行った。 
 
(2) 「甲州市母子保健縦断調査」の思春期調
査の追加調査として、2015 年に甲州市立中学
校全5校に在籍し健康診断の欠席者を除く全
ての生徒（966 名：男子 50.0%）を対象とし
た。各校の学校歯科健診時に、矯正歯科医が
IOTN に準じて、不正咬合の診査を行った。同
時に、触診による顎関節雑音の有無、顎関節
痛および開口障害の有無を調査し、いずれか
一つでも該当する場合に顎関節症と評価し
た。不正咬合と顎関節症の関連性については
学年、性別、矯正歯科治療歴の有無を調整し
た多変量ロジスティック解析を用いた。さら
に、顎関節症と不正咬合の種類ごとの関連性
についても検討した。 
 
(3) 2013 年 9月、モンゴル国ウランバートル
市における2つの公立の学校に在籍する児童
557 名（男子 44.9%、11-16 歳、平均 12.8 歳）
を対象に歯列模型を作製し、IOTN に準じて、
不正咬合の診査を行った。社会経済的状況に
ついては、保護者の学歴、世帯収入、住宅の
種類についてカイ二乗解析を行い分布を調
べた。また他の生活習慣や身体状況について
質問紙を用いて調査し、それらを調整した
robust variance estimators によるポワソン



回帰分析を用いてモンゴル人思春期児童に
おける不正咬合と社会経済的状況との関連
について解析した。 
 
(4) 2015 年 9月、モンゴル国ウランバートル
市における2つの公立の学校に在籍する児童
449 名 [男子: 208 名、女子: 241 名、平均年
齢: 12.8 歳 (9.9—16.3 歳) ] を対象に口腔
内診査を行い、IOTN に準じて不正咬合の診
査を行った。また、口腔関連QoLについては、
４つの質問領域 (口腔内症状、機能障害、精
神面への影響、社会面への影響) から構成さ
れている Child Perception Questionnaire 
(CPQ) を用いて評価を行った。解析について
は、多変量解析を行い、年齢、性別、齲蝕歯
数、ブラッシング回数、親の収入を交絡因子
として調整した。 
 
(5) 「甲州市母子保健縦断調査」の思春期調
査の追加調査として、2017 年に山梨県甲州市
立中学校全 5校に在籍し、健康診断の欠席者
を除く矯正歯科治療歴のない全ての生徒 760
名（男子: 401 名、女子: 359 名）を対象と
した。各校の学校歯科健診時に矯正歯科医が
口腔内診査を行い、IOTN に準じて不正咬合の
診査を行った。また、口腔関連 QoL について
は、CPQ を用いて評価を行った。解析につい
ては、カイ二乗検定および t 検定を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究対象の日本人中学生の不正咬合
の発症率は 44.9％であった(図１)。 

頭痛の有症率は、不正咬合を有する群で
46.5%、不正咬合を有さない群で 37.5％であ
った。不正咬合を有する群は有さない群より、
他の生活習慣や身体状況を調整した上でも
頭痛を有するリスクが高かった（adjusted 
odds ratio [OR], 1.38; 95%信頼区間[CI]:, 
1.06-1.80）。また頭痛と不正咬合の種類ごと
の解析では下顎の叢生を有する群で頭痛の
オッズ比が有意に高かった（adjusted 
OR,1.64; 95% CI, 1.07-2.51）（図２）。以上
の結果より、不正咬合が頭痛発症のリスクフ
ァクターとなる可能性が示唆された。本研究
結果は、不正咬合が身体症状に与える影響を
示唆する重要な一知見と考えられる。 
 

(2) 本研究対象の日本人中学生の不正咬合
の発症率は 44.7%（95%CI: 41.6-47.9）であ
った。顎関節症の有症率は 12.0%（95%CI: 
10.0-14.1）であり、不正咬合を有する群で
15.1%、不正咬合を有さない群で 9.6%であっ
た。不正咬合を有する群は有さない群より、
交絡因子を調整した上でも顎関節症の有症
率が高かった（adjusted Odds Ratio [OR], 
1.65; 95%CI, 1.11-2.44）。また顎関節症と
不正咬合の種類ごとの関連性においては、上
顎前突および過蓋咬合と顎関節症との間に
有意差を認めた（adjusted OR, 1.97; 95%CI, 
1.03-3.76 、 adjusted OR, 2.19; 95%CI, 
1.06-4.53）（図３）。よって、今回の中学生
を対象とした調査の結果、不正咬合者におい
て有意に高い頻度で顎関節症を認め、特に上
顎前突と過蓋咬合を有する群でその傾向が
強いという結果を得ることができた。 

 
(3) モンゴル人思春期児童の不正咬合の発
症率は 35.2%（95%信頼区間[CI]: 31.2-39.2）
であった。不正咬合と社会経済的状況の関連
性について、3段階評価（低学歴：中卒以下、
中等度学歴：高卒または専門学校卒、高学
歴：大学卒以上）で行った母親の学歴に有意
差が認められた。不正咬合の有病率比
（prevalence ratio, PR）は母親が高学歴の
場合、低学歴の場合と比較して高い傾向を認
め（PR=1.46; 95%CI:0.96-2.2）、交絡因子を
調整した場合では、有病率比が 1.76
（95%CI:1.08-2.87）と有意に高い結果とな
った。よって、モンゴル人思春期児童を対象
にした実態調査により、モンゴル国において
は高学歴な母親の子供ほど不正咬合の発症
率が増加するという結果を得た。 
 



(4) モンゴル国の思春期児童における不正
咬合と口腔関連 QoL との関連について、CPQ
の各 4項目いずれも有意差は認められなかっ
た (口腔内症状: P=0.87、機能障害: P=0.63、
精神面への影響: P=0.61、社会面への影響: 
P=0.53) 。しかしながら、不正咬合の種類別
に検討したところ、上顎前突では口腔内症状 
(P=0.014) 、機能障害 (P=0.007) 、社会面
への影響 (P=0.025) それぞれに、また過蓋
咬合では口腔内症状 (P=0.005) との間に有
意な関連性が認められた。よって、モンゴル
人思春期児童を対象とした実態調査により、
ウランバートル市においては、不正咬合のな
かで上顎前突と過蓋咬合において口腔関連
QoL の低下との関連性が認められるという結
果を得ることができた。以上より、不正咬合
の種類によって口腔関連QoLに及ぼす影響が
異なる可能性が示唆された。 
 
 (5) 日本の思春期児童における不正咬合と
口腔関連 QoL との関連について、CPQ の合計
点において有意な関連性が認められた (不
正咬合有／無：10.83点／10.37点、P=0.02)。
また、CPQ の各 4項目のうち、口腔内症状 (不
正咬合有／無：3.06点／2.84点、P=0.009) 、
社会面への影響 (不正咬合有／無：2.49 点／
2.38 点、P=0.046)との間に有意な関連性が認
められた。さらに、男女別に分けて検討した
ところ、女子において、不正咬合と口腔内症
状 (不正咬合有／無：3.14 点／2.8 点、
P=0.01) および社会面への影響 (不正咬合
有／無：2.58 点／2.32 点、P=0.001) との間
に有意な関連性が認められた。よって、日本
人中学生の一般集団において、不正咬合を有
するものにおいて口腔関連QoLの低下との関
連性が認められるという結果を得ることが
できた。 
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